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その他の活動

バイオマスプラスチックの採用� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

地域社会の一員として環境美化活動の実施� ■ ■ ■ ■ ■

地域住民の方々と一緒に汗を流し、清掃活動を
行いました。これからも継続して取り組んでま
いります。

緊急事態を想定した対応テストの実施� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

タンク類、ガス使用施設、排水処理施設など種々
の緊急事態に対応するため、設備の緊急事態を
想定した対応訓練を実施しています。必要によ
り、手順の改訂を行い、汚染予防に努めています。

ドライブレコーダーの導入� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

交通事故の未然防止、交通違反の抑止、走行マ
ナーの向上、燃費改善を目的として、ドライブ
レコーダーの導入を始めました。車の安全運転
操作はエコドライブの実践となり、環境に優し
い運転につながります。これからも導入を継続
して行うことでエコドライブを身に付け、安全
運転と燃費改善の意識向上、温室効果ガスの削
減活動を図ってまいります。

環境リスク低減への取り組み�■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

工場の排水ピット設備を更新しました。ポンプ
２台の交互運転をすることによりトラブルの防
止に努めます。

森の天然水500㎖、ミッキーマウス天然水500㎖、スティッチ天然水500㎖に植物由来のプラスチックを75.8％
以上含有したシュリンクラベルを使用しました。これにより、枯渇性資源消費の抑制、地球温暖化防止への寄与を進
めています。なお、 マークは「日本バイオマスプラスチック協会」が、植物由来のプラスチックを25％以上含
有しているものに認定しているマークです。
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トルエン、酢酸エチル等の環境汚染の原因となる有機溶剤を使用しない水性インキ印刷品への切り替えを進め、年々
増品をしています。

水性印刷機

（水性インキ印刷商品の代表例）

その他の活動
容器の形状、材質の変更�■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

水性インキ印刷による包装材料を使用した商品� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

北日本羽黒食品㈱で生産している全てのミネラ
ルウォーターで使用しているキャップの薄肉化
を図り、ポリエチレンの使用量を約20％削減し
ました。

ゼリー商品のカップを約5％薄肉化し、廃棄物
の削減に取り組みました。

→

→
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その他の活動

カーボンフットプリント制度試行事業に参加し、当社商品「バタークッキー」のCO2排出量の算定を行いエコプロダ
クツ2010に出展しました。

カーボンフットプリントの取り組み�■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

プロセス名 原材料調達 生産 流通 使用・維持管理 廃棄・リサイクル 合計【g-CO2/製品】

CO2排出量割合 291g
（67.7%）

80g
（18.5%）

42g
（9.8%）

0g
（0%）

17g
（4.0%） 430g

物流拠点への輸送車輌および各流通への納品車輌において、積み降ろし時や待機時等
のアイドリングストップを継続して実施しています。また、輸送車輌については、大
型化（トレーラー化）と遠距離輸送の鉄道利用、船舶による輸送を推進し、エネルギー
の効率的利用と排ガス等の排出抑制の活動を継続しています。

アイドリングストップの活動�■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

人と自然が共生する里山の環境保全活動を通して、里山がもたらしてくれた生活の知恵や文化などを見つめ直し、 
その良さを将来に、また子どもたちのために残し、伝えていくことを目的とした里山環境づくりネットワークに 
参加し、大切な自然環境の育成に努めています。

“森づくり活動”として、下草刈りや落ち葉掻き、水辺の雑草や池の中のヨシを刈り取りすてきな水辺づくりを行い
ました。
また、“希少植物保護活動”として氷河期の残存植物といわれるミツガシワの生育池周辺の整備に、参加の方々と 
一緒に汗を流しました。

里山環境づくりネットワークへの参加� ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■




